<エッセイ>「日文研」の想い出 by 伊東 俊太郎
<エッセイ>「日文研」の想い出
著者 伊東 俊太郎
雑誌名 日文研
巻 59
ページ 12-15
発行年 2017-05-21
特集号タイトル 創立三十周年記念特集号
URL http://doi.org/10.15055/00006678
<エッセイ>「日文研」の想い出
著者 伊東 俊太郎
雑誌名 日文研
巻 59
ページ 12-15
発行年 2017-05-21
特集号タイトル 創立三十周年記念特集号
URL http://doi.org/10.15055/00006678
12
﹁
日
文
研
﹂
の
想
い
出
伊
　
東
　
俊
太
郎
「
日
文
研
」
創
立
三
〇
周
年
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
存
じ
ま
す
。
私
が
日
文
研
に
赴
任
し
た
の
は
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）
一
二
月
で
し
た
。
従
っ
て
創
立
（
一
九
八
七
年
）
後
三
年
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
二
月
と
い
う
半
端
な
月
に
な
っ
た
の
は
、
前
任
校
東
京
大
学
の
定
年
が
平
成
二
年
の
三
月
（
満
六
〇
歳
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
梅
原
猛
所
長
（
当
時
）
の
ご
意
向
で
、
そ
の
前
に
移
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
東
京
大
学
の
大
学
院
過
程
（
科
学
史
・
科
学
基
礎
論
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
、
西
洋
古
典
学
担
当
）
の
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
簡
単
に
は
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
っ
と
定
年
直
前
の
ぎ
り
ぎ
り
四
ヶ
月
前
に
な
っ
て
、
転
任
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
次
第
で
す
。
当
時
は
ま
だ
大
枝
山
町
の
本
施
設
は
出
来
て
お
ら
ず
、
何
か
京
都
の
役
所
の
一
部
を
間
借
り
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
翌
年
（
一
九
九
〇
年
）
に
は
桂
坂
の
主
要
施
設
が
竣
工
し
、
我
々
は
内
井
昭
蔵
氏
設
計
の
明
る
い
壮
麗
な
建
物
に
引
越
し
ま
し
た
。
周
囲
の
自
然
と
調
和
し
た
何
と
い
う
居
心
地
の
よ
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
、
都
会
中
心
で
育
っ
た
私
は
感
嘆
し
ま
し
た
。
そ
こ
の
「
コ
モ
ン
ル
ー
ム
」
に
は
、
当
時
の
教
授
た
ち
、
埴
原
和
郎
、
中
西
進
、
山
折
哲
雄
、
濱
口
恵
俊
、
飯
田
経
夫
ら
の
皆
さ
ん
が
若
い
研
究
員
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
議
論
し
て
お
り
、
梅
原
所
長
も
し
ば
し
ば
お
い
で
に
な
り
、
そ
の
輪
の
中
心
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
日
文
研
の
そ
ん
な
自
由
で
賑
や
か
な
雰
囲
気
が
大
好
き
で
、
そ
こ
で
の
語
り
合
い
に
加
わ
っ
た
の
は
今
で
も
楽
し
い
な
つ
か
し
い
想
い
出
と
し
て
目
の
前
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
13
ま
た
こ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
若
手
（
当
時
）
の
所
員
た
ち
の
ご
協
力
や
ご
援
助
に
も
深
く
感
謝
し
ま
す
。
と
く
に
私
の
場
合
、
安
田
喜
憲
、
鈴
木
貞
美
、
上
垣
外
憲
一
の
三
氏
の
ご
助
力
は
有
難
か
っ
た
で
す
。
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
二
回
の
共
同
研
究
（
平
成
二
・
三
年
度
と
平
成
四
・
五
年
度
）
を
主
催
し
ま
し
た
が
、
鈴
木
・
安
田
両
氏
は
共
同
研
究
会
の
幹
事
役
も
務
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
『
日
本
人
の
自
然
観
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五
）
と
『
日
本
の
科
学
と
文
明
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
〇
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
前
者
の
目
次
だ
け
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
す
。
伊
東
俊
太
郎
編
『
日
本
人
の
自
然
観
―
縄
文
か
ら
現
代
科
学
ま
で
』
序
論
　
循
環
の
世
界
観
―
ア
イ
ヌ
と
沖
縄
の
自
然
観
か
ら 
梅
原
　
　
猛
第
一
章
　
縄
文
縄
文
時
代
の
時
代
区
分
と
自
然
環
境
の
変
動 
安
田
　
喜
憲
縄
文
宗
教
の
母
神
と
日
本
人
の
自
然
観 
吉
田
　
敦
彦
縄
文
の
精
神
世
界
を
さ
ぐ
る 
小
山
　
修
三
第
二
章
　
古
代
古
代
人
の
自
然
観
―
そ
の
始
源
に
つ
い
て 
中
西
　
　
進
記
・
紀
創
世
神
話
に
お
け
る
自
然
―
道
教
的
・
錬
金
術
的
コ
ス
モ
ゴ
ニ
ー 
荒
川
　
　
紘
歌
の
発
生
と
自
然 
古
橋
　
信
孝
野
遊
び 
久
野
　
　
昭
第
三
章
　
中
世
中
世
日
本
人
の
自
然
観
―
仏
教
を
中
心
に 
山
折
　
哲
雄
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『
新
古
今
集
』
の
自
然
観 
上
垣
外
憲
一
第
四
章
　
近
世
・
近
代
国
学
者
の
自
然
観 
百
川
　
敬
仁
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
神
道 
平
川
　
祐
弘
武
道
の
自
然
観
―
阿
波
研
造
の
場
合 
源
　
　
了
圓
近
代
に
お
け
る
日
本
人
の
自
然
観
―
西
洋
と
の
比
較
に
お
い
て 
渡
辺
　
正
雄
日
本
近
代
文
学
に
見
る
自
然
観
―
そ
の
変
遷
の
概
要 
鈴
木
　
貞
美
第
五
章
　
現
代
新
自
然
観
と
し
て
の
四
次
元
問
題
―
宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
』
序
を
中
心
に 
金
子
　
　
務
現
代
科
学
が
日
本
人
の
自
然
観
に
与
え
た
影
響 
村
上
陽
一
郎
今
西
錦
司
の
自
然
観 
柴
谷
　
篤
弘
湯
川
秀
樹
の
自
然
観
―
中
間
子
論
形
成
に
お
け
る 
伊
東
俊
太
郎
錚
錚
た
る
顔
触
れ
に
よ
る
優
れ
た
論
考
が
並
ん
で
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
読
ん
で
み
る
と
、
こ
の
研
究
会
に
お
け
る
当
時
の
活
発
で
生
々
と
し
た
遣
り
取
り
が
、
今
で
も
快
よ
く
思
い
起
さ
れ
ま
す
。
ま
こ
と
に
日
文
研
に
お
け
る
私
は
仕
合
わ
せ
で
あ
り
ま
し
た
。
私
も
幾
分
か
は
研
究
所
の
活
動
に
貢
献
で
き
、
私
自
身
が
そ
こ
か
ら
多
く
の
も
の
を
学
び
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
梅
原
顧
問
を
は
じ
め
と
し
て
、
既
往
の
研
究
員
・
職
員
の
皆
様
方
の
ご
好
意
に
、
こ
の
機
会
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
で
は
ス
タ
ッ
フ
も
す
っ
か
り
入
れ
替
り
、
私
の
居
た
こ
ろ
ご
一
緒
し
た
の
は
、
小
松
現
所
長
と
井
上
章
一
教
授
の
お
二
人
ぐ
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
優
れ
た
人
材
が
次
々
に
採
用
さ
れ
、
15
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
た
今
日
、
日
文
研
は
な
お
隆
々
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
最
後
に
一
つ
の
提
案
を
し
て
終
わ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
記
念
の
年
に
、
日
文
研
に
よ
る
「
日
本
文
化
研
究
賞
」（「
研
究
奨
励
賞
」
を
含
む
）
を
創
設
し
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
世
界
の
日
本
研
究
者
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
励
み
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
「
日
文
研
」
の
も
つ
国
際
的
役
割
の
一
部
も
果
た
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
是
非
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
）
